
 12 月に入った頃、卒園児の渡邉寬大君が就職内定の報告に来てくれました。彼は私が 4 歳児(年中)で担任し

たのですが、入園前に大病を患い入院手術で入園が7ヶ月遅れました。5 歳児(年長)では別のクラスになりまし

たが、私はその学年を持ち上がったので、園生活の中で病気を感じさせることなく何でも器用にこなし、成長し

ていく姿を間近で見ていました。卒園してからは年賀状のやり取りが殆どでしたが、突然顔を見せに来てくれる

こともありました。 

 そんな彼は自衛官になりたいと夢見ていたようで、高校時代には自衛官候補生や高等工科学校など６回受

験したものの、なかなか合格には至らなかったようです。しかし彼は夢を諦めず、『防衛技官』という職種を見つ

け、専門学校に通い、この度防衛省・西部方面総監部への内定を掴み取りました。 

 卒園してから１４年間の中には、前述の私の文章ではお伝えできない程の悩み悲しみ苦しみがあったと思いま

す。ある時お母様が『私が病気の身体に産んでしまって。。。』と仰られ悲しませてしまったと寛大君が話してくれ

ました。お母様も『諦めてくれればいいのになぁ』と感じた事もあったかもしれません。沢山喧嘩もしたかもしれ

ません。心折れそうになることもあったでしょう。それでも諦めず自分の夢を叶えるために試行錯誤した彼こ

そ、ちくすいっ子に備えて欲しい筑水魂の持ち主だと感じました。『夢を叶えたんだから、就職して何が起きても

へこたれるんじゃないよ。へこたれそうになったら会いにおいで。私はいつまでもここにいるから。』との私の言

葉に、『お国を守ります!!』と晴れ晴れしい表情で幼稚園を後にした彼でした。 

 

 保護者の皆様には、毎度毎度お願い事ばかりしているにも関わらず、心温かく受け入れて下さり心より御礼

申し上げます。新しい一年も学園の教育を深化させ、子ども達に筑水魂を伝えるべく、職員一同全速力で駆け抜

けます
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それでは皆様にとって実り多き新年を迎えられますようお祈り申し上げます。 
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若草だより ○保  

 理 事 長 

南ヶ丘第二幼稚園園長 
 梅 﨑 佐 和 

町中がキラキラ輝きＸｍａｓのイルミネーションに大人もワクワクしますね。さてこの一年皆様にとってどのよ

うないちねんでしたか？ 

 

私の一年は・・・ 

 

＊幼稚園行事がコロナ対策の中、順調に開催でき安堵した事。 

 

＊節目の年(還暦)となり健康と老化防止にウォーキングを続けている事。 

 

＊大河ドラマ｢鎌倉殿の１３人｣から目が離せなくなった事。(第二の卒園児の 

福田愛依ちゃんも出演しましたよ)  
 右に続く。。。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そして、最近の出来事では・・・ 

 

【先日母の命日を間近に控え、我が家の家族が久しぶりに揃い、食事をしながら昔話に花が咲きました。母と

の思い出話に心がほっこりしたのもつかの間、急に息子二人の保育園や小学校低学年時代の話題となりまし

た。その頃の私は子ども達への小言は日常茶飯事。その事で、あの時はこんな気持ちだった・・と少々ご立腹。今

更そんなこと言われても・・・と思いましたが、私も感情的だった？と思い当たる節も。「でもあの頃は、お母さん

も子育てに一生懸命だったのよ。」と言い訳？子どもの気持ちと親の気持ち…交わったり平行線だったり、「子

育ては親育て」と言われるように、共に成長していければ良いのでしょうか？大人になってこうして会話する中

で万事 OKと思うことにした私でした。（笑）】  

 

私の経験が、子育て中の保護者の皆様の気持ちを楽に出来たら幸いです。 

我が家の子育て話…まだまだ聞きたい方はどうぞお声掛けくださいませ
���� 

 

今年も残り僅かになり、保護者の皆様のご支援・ご協力に、心から感謝しお礼申し上げます。来年も皆様にとっ

て素敵な一年になります事を願っております。どうぞよいお年をお迎えください。 

 

南ヶ丘幼稚園園長 今 本 香 津 代 

生活発表会での子ども達 1 人ひとりの成

長は、保護者の皆様に大きな感動をお届け

できたと思っています。頑張った子ども達の

姿は、キラキラと輝き自信に満ち溢れていま

したね。集団生活の中で、我慢する事、譲り

合う事、そしてお友達と協調する事等・・・ 

たくさん身に付けていっています。「出来

た！！」が増えていく事が楽しみですね。 

 

小学６年生になる卒園児のお母さまが来園

され、大野城市の「心の教育フェスティバル」

で小学校代表に選ばれ意見発表する事になっ

たと教えていただきました。開催当日、ライブ

配信された映像を見て、堂々と発表する成長

した姿に感動しました。「私のお兄ちゃん」とい

う題での発表で、お兄ちゃんへの思いやりや

優しさが感じられ涙がこぼれてきました。心身

共に成長していく子ども達。どんどん遠くに行

ってしまいそうで寂しい 

ですが、卒園児の皆さん 

の事もずーっと見守って 

いますよ。 

保護者の皆様の温かいご協力により今年も無事に終わる事ができました。心より御礼申し上げま

す。どうぞ良いお年をお迎えください。 

 月の浦幼稚園園長 早瀬輝充子 


